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△ カーテンの取替費用

Q :当社では、独身寮のカーテンの取替費

用として150万円（1室当たり5万円）を

支払いました。この取替費用は資産に計上し

なければならないのでしょうか。

A ●
。 少額減価償却資産として全額損金処理

することが認められます。

【解説】

カーテンは、減価償却資産の「器具及び備

品」の「家具、電気機器～」の「カーテン～」

に該当し、耐用年数は3年とされていますの

で、その取替えに要した費用は、カーテンの

取得価額として処理することになります。

ところで、減価償却資産の取得価額が10

万円未満である場合には、いわゆる少額の減

価償却資産としてその事業の用に供した日の

属する事業年度で損金経理をしたときは、損

金の額に算入することが認められています。

この場合の取得価額が10万円未満かどうか

は、通常1単位として取引される単位ごとに

判定することとされています。

カーテンの場合、1枚では機能を有するも

のではなく、1つの部屋（室）で数枚が組み

合わされてその効用を果たすものであると考

えられますので、取得価額が10万円未満で

あるかどうかは、部屋（室）ごとにその取得

価額で判定するのが合理的だと思います。

ご質問のカーテンの取替費用は、1室当た

り5万円とのことですから、その取替えをし

た事業年度で全額損金処理することが認めら

れます。


